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令和４年度 ヘルパーステーションわこう事業報告書 

＜ 事業報告 ＞ 

  平成１８年１０月１日、訪問介護事業所開設。入所者の高齢化・介護度重度化が 

進み、ヘルパー支援の必要性が年々高まっている。 

  当事業所の基本方針である、利用者一人一人のニーズにあったサービスが提供 

 ができるよう、訪問介護員の意識統一を図り、個々の介護技術や意識を高め園内 

 研修会等を実施して、利用者の方が安心して生活ができるよう支援をしている。 

  パートヘルパーを採用し、利用者のニーズに対応している。 

  また、ヘルパーの技術・資質の向上として園内研修を行うとともに、臨床心理士

の先生との勉強会を月１回実施。手技技術のみならず、サービス利用者をより客観

的に理解する技術と、自分の心の在り方を学んでいる。 

 

＜ 園内研修 ＞ 

月 日 研修名 参加者 講 師 

4 15 事例研究（自分の思いを通そうとする方への

対応） 

ヘルパー全員 斎藤先生 

5 20 事例研究（自分の思いを通そうとする方への

対応２） 

ヘルパー全員 斎藤先生 

5 25 手・足浴について ヘルパー全員 サービス提供責任者 

6 9 事例研究（高齢者の性癖への対応） ヘルパー全員 斎藤先生 

7 25 歯突起骨折と橈骨骨折について ヘルパー全員 主任生活相談員 

9 22 嚥下が高齢者に多い理由 ヘルパー全員 サービス提供責任者 

10 25 境界性パーソナリティ障害 ヘルパー全員 主任生活相談員 

10 28 事例研究（体の不調の訴えが止まらない） ヘルパー全員 斎藤先生 

11 24 ワークショップ（身体を動かす） ヘルパー全員 斎藤先生 

1 23 ワークショップ（コミュニケーション） ヘルパー全員 斎藤先生 

1 25 身体拘束について ヘルパー全員 主任生活相談員 

2 24 介護記録の上手な書き方のコツ ヘルパー全員 サービス提供責任者 

3 10 ワークショップ（コミュニケーション） ヘルパー全員 斎藤先生 
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＜ 介護サービス利用者介護度状況 ＞   令和５年３月３１日現在  

性別 介護度５ 介護度４ 介護度３ 介護度２ 介護度１ 要支援２ 計（人） 

男 １ ３ １ １ １ ０ ７ 

女 ０ ０ ３ ６ ８ ０ １７ 

合計 １ ３ ４ ７ ９   ０ ２４ 

 

 

 


